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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月14日(2014.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）潤滑粘度の油
　（ｂ）（ｉ）０．２～３重量パーセントの式
　　　Ｒ３Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２

（式中、Ｒ１とＲ２は各々、独立して、少なくとも６個の炭素原子のヒドロカルビル基で
あり、Ｒ３は、１～６個の炭素原子のヒドロキシアルキル基または前記ヒドロキシアルキ
ル基のそのヒドロキシル基によるアシル化剤との縮合によって形成される基である）
で表される少なくとも１種類のアミド、および
　　（ｉｉ）０．０３～０．５重量パーセントの式
　　　Ｒ４Ｒ５ＮＲ６

（式中、Ｒ４とＲ５は各々、独立して、少なくとも６個の炭素原子のアルキル基であり、
Ｒ６は、ポリヒドロキシ含有アルキル基またはポリヒドロキシ含有アルコキシアルキル基
である）
で表される少なくとも１種類の第３級アミン
の各々の少なくとも１種類を含む少なくとも２種類の含窒素材料；
　（ｃ）１種類以上の分散剤を含み、
　　（ｉ）２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールまたはヒドロカルビル置
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換２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールおよび
　　（ｉｉ）ホウ素化剤、および任意選択で、
　　（ｉｉｉ）無機リン化合物、および任意選択で、
　　（ｉｖ）芳香族１，３－ジカルボン酸もしくは１，４－ジカルボン酸、またはその反
応性等価体
で処理された、２～５重量パーセントの機能性付与分散剤成分；
　（ｄ）０．２２-～２重量パーセントの少なくとも１種類の亜リン酸ジ－Ｃ３～Ｃ６ア
ルキル；ならびに
　（ｅ）０．１～１重量パーセントの、各アルキル基が４～１２個の炭素原子を含むホウ
酸トリアルキル
を含む潤滑剤組成物。
【請求項２】
さらに、（ｆ）０．０１～０．０８重量パーセントのＮ，Ｎ－ジ（ヒドロキシエチル）脂
肪アミンを含むことを特徴とする、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項３】
（ｂ）（ｉ）の前記アミドが、グリコール酸と第２級アミンＲ１Ｒ２ＮＨ（式中、Ｒ１と
Ｒ２は各々、独立して、８～２０個の炭素原子を含むものである）との縮合生成物を含む
ものである、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
（ｂ）（ｉｉ）の前記アミンが、式Ｒ４Ｒ５Ｎ－ＣＨ２－ＣＨＯＨ－ＣＨ２ＯＨ（式中、
Ｒ４とＲ５が各々、独立して、８～２０個の炭素原子を含むアルキル基である）で表され
るものである、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
（ｂ）（ｉｉ）の前記アミンにおいて、Ｒ４とＲ５が各々、Ｃ１２アルキル基を含むもの
である、請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
成分（ｃ）の前記分散剤が少なくとも１種類のスクシンイミド分散剤を含むものである、
請求項１～５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
前記分散剤成分（ｃ）が０．１５～３重量パーセントの２，５－ジメルカプト－１，３，
４－チアジアゾールで処理されたものである、請求項１～６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
前記分散剤成分（ｃ）が前記ホウ素化剤由来のホウ素を０．４～１．２重量パーセント含
む、請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
（ｃ）（ｉｉ）の前記ホウ素化剤がホウ酸を含むものである、請求項１～８のいずれかに
記載の組成物。
【請求項１０】
前記分散剤成分（ｃ）が０．００３～０．０７重量パーセントの芳香族１，３－ジカルボ
ン酸または１，４－ジカルボン酸で処理されたものであり、前記酸がテレフタル酸を含む
ものである、請求項１～９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
前記分散剤成分が、ホウ酸およびテレフタル酸で処理された第１の分散剤種と、ホウ酸、
テレフタル酸およびジメルカプトチアジアゾールで処理された第２の分散剤種とを含むも
のである、請求項１～１０のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
成分（ｄ）の前記亜リン酸ジアルキルが亜リン酸ジブチルを含むものである、請求項１～
１１のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
過塩基性清浄剤、さらなるリン化合物、抗酸化剤、腐食防止剤、耐摩耗剤、粘度調整剤の
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うちの少なくとも１種類またはその混合物をさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記
載の組成物。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれかに記載の組成物を供給することを含む、連続可変変速機を潤滑
する方法。
【請求項１５】
前記連続可変変速機が、被潤滑金属－金属接触ドライブエレメントを含む、請求項１４に
記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらに、本開示の技術により、上記の組成物を供給することを含む、連続可変変速機を
潤滑する方法を提供する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
（ａ）潤滑粘度の油
　（ｂ）（ｉ）式
　　　Ｒ３Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２

（式中、Ｒ１とＲ２は各々、独立して、少なくとも６個の炭素原子のヒドロカルビル基で
あり、Ｒ３は、１～６個の炭素原子のヒドロキシアルキル基または前記ヒドロキシアルキ
ル基のそのヒドロキシル基によるアシル化剤との縮合によって形成される基である）
で表される少なくとも１種類のアミド、および
　　（ｉｉ）式
　　　Ｒ４Ｒ５ＮＲ６

（式中、Ｒ４とＲ５は各々、独立して、少なくとも６個の炭素原子のアルキル基であり、
Ｒ６は、ポリヒドロキシ含有アルキル基またはポリヒドロキシ含有アルコキシアルキル基
である）
で表される少なくとも１種類の第３級アミン
の各々の少なくとも１種類を含む少なくとも２種類の含窒素材料；
　（ｃ）１種類以上の分散剤を含み、
　　（ｉ）２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールまたはヒドロカルビル置
換２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールなどの誘導体および
　　（ｉｉ）ホウ素化剤、および任意選択で、
　　（ｉｉｉ）無機リン化合物、および任意選択で、
　　（ｉｖ）芳香族１，３－ジカルボン酸もしくは１，４－ジカルボン酸、またはその反
応性等価体
で処理された機能性付与分散剤成分；ならびに
　（ｄ）少なくとも約０．２重量パーセントの少なくとも１種類の亜リン酸ヒドロカルビ
ル、例えば亜リン酸ジアルキル
を含む潤滑剤組成物。
（項目２）
さらに、（ｅ）０～約０．０８重量パーセントのＮ，Ｎ－ジ（ヒドロキシエチル）脂肪ア
ミンを含むことを特徴とする、項目１に記載の潤滑剤組成物。
（項目３）
成分が以下の量：
　成分（ｂ）（ｉ），約０．２～約３重量パーセント；
　成分（ｂ）（ｉｉ），約０．０３～約０．５重量パーセント；
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　成分（ｃ），約２～約５重量パーセント；
　成分（ｄ），約０．１～約１重量パーセント
で存在する、項目１または項目２に記載の組成物。
（項目４）
（ｂ）（ｉ）の前記アミドが、グリコール酸と第２級アミンＲ１Ｒ２ＮＨ（式中、Ｒ１と
Ｒ２は各々、独立して、約８～約２０個の炭素原子を含むものである）との縮合生成物を
含むものである、項目１～３のいずれかに記載の組成物。
（項目５）
成分（ｂ）（ｉ）において、Ｒ１が２－エチルヘキシル、またはＣ１２アルキル基を含む
混合型アルキル基、またはＣ１８アルキル基を含む混合型アルキル基であり、Ｒ２がＣ１
２アルキル基を含む混合型アルキル基またはＣ１８アルキル基を含む混合型アルキル基で
ある、項目１～４のいずれかに記載の組成物。
（項目６）
（ｂ）（ｉｉ）の前記アミンが、式Ｒ４Ｒ５Ｎ－ＣＨ２－ＣＨＯＨ－ＣＨ２ＯＨ（式中、
Ｒ４とＲ５が各々、独立して、約８～約２０個の炭素原子を含むアルキル基である）で表
されるものである、項目１～５のいずれかに記載の組成物。
（項目７）
（ｂ）（ｉｉ）の前記アミンにおいて、Ｒ４とＲ５が各々、Ｃ１２アルキル基を含むもの
である、項目１～６のいずれかに記載の組成物。
（項目８）
成分（ｃ）（ｉ）の前記分散剤が少なくとも１種類のスクシンイミド分散剤を含むもので
ある、項目１～７のいずれかに記載の組成物。
（項目９）
（ｃ）（ｉｉｉ）の前記リン化合物が無機リン化合物である、項目１～８のいずれかに記
載の潤滑剤組成物。
（項目１０）
前記分散剤成分（ｃ）が約０．１５～約３重量パーセントの２，５－ジメルカプト－１，
３，４－チアジアゾールで処理されたものである、項目１～９のいずれかに記載の組成物
。
（項目１１）
前記分散剤成分（ｃ）が約３．５～約７．０重量パーセントのホウ素化剤で処理されたも
のである、項目１～１０のいずれかに記載の組成物。
（項目１２）
前記分散剤成分（ｃ）がホウ素化剤由来のホウ素を約０．４～約１．２重量パーセント含
む、項目１～１１のいずれかに記載の組成物。
（項目１３）
前記ホウ素化剤がホウ酸を含むものである、項目１～１２のいずれかに記載の組成物。
（項目１４）
前記分散剤成分（ｃ）が約０．００３～約０．０７重量パーセントの芳香族１，３－ジカ
ルボン酸または１，４－ジカルボン酸で処理されたものであり、前記酸がテレフタル酸を
含むものである、項目１～１３１のいずれかに記載の組成物。
（項目１５）
前記分散剤成分が、ホウ酸およびテレフタル酸で処理された第１の分散剤種と、ホウ酸、
テレフタル酸およびジメルカプトチアジアゾールで処理された第２の分散剤種とを含むも
のである、項目１～１４のいずれかに記載の組成物。
（項目１６）
成分（ｄ）の前記亜リン酸ジアルキルが亜リン酸ジブチルを含むものである、項目１～１
５のいずれかに記載の組成物。
（項目１７）
成分（ｅ）のＮ，Ｎ－ジ（ヒドロキシルエチル）脂肪アミンがＮ，Ｎ－ジ（ヒドロキシエ
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チル）タローアルキルアミンを含むものである、項目２～１６のいずれかに記載の組成物
。
（項目１８）
前記Ｎ，Ｎ－ジ（ヒドロキシエチル）脂肪アミンが約０．０１～約０．０８重量パーセン
トまたは約０．０１～約０．０４重量パーセントの量で存在している、項目２～１７のい
ずれかに記載の組成物。
（項目１９）
各アルキル基が約４～約１２個の炭素原子を含むホウ酸トリアルキルをさらに含む、項目
１～１８のいずれかに記載の組成物。
（項目２０）
過塩基性清浄剤、さらなるリン化合物、抗酸化剤、腐食防止剤、耐摩耗剤、粘度調整剤の
うちの少なくとも１種類またはその混合物をさらに含む、項目１～１９のいずれかに記載
の組成物。
（項目２１）
カルシウム清浄剤を含み、少なくとも約３００ｐｐｍ（重量基準）のカルシウムを含む、
項目１～２０のいずれかに記載の組成物。
（項目２２）
項目１～２１のいずれかに記載の成分を混合することにより調製される組成物。
（項目２３）
項目１～２２のいずれかに記載の組成物を供給することを含む、連続可変変速機を潤滑す
る方法。
（項目２４）
前記連続可変変速機が、被潤滑金属－金属接触ドライブエレメントを含む、項目２３に記
載の方法。
（項目２５）
前記連続可変変速機が、金属プーリーと被潤滑接触状態の金属ベルトまたは金属チェーン
を含む、項目２３または項目２４に記載の方法。
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